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第４回(平成 22 年度)栃木県元気な農業コンクールいきいき農村部門受賞者紹介 

 
☆ 女性・高齢者活動の部 

 

 (1) 審査経過 

女性・高齢者活動の部は、各地から女性の組織活動が３事例、個人が２事例、高齢者は組織活動

が２事例の合計７事例の応募があり、いずれの事例も、男女共同参画、高齢者の社会参画の域を超え、

起業の主体となって活躍しており、まさにいきいきと農村の活性化を担っている事例ばかりでした。 

審査委員会では、①自主的努力と創意工夫、②推進体制の整備と運営、③男女共同参画・高齢者

社会参画の状況、④地域の農業振興や活性化への寄与の４つの視点から審査を行いました。第１次審

査では、応募書類を中心に５人の審査委員が、委員間の討議を勘案して評価・判定を行い、上位３事

例に関しては現地調査によるヒアリング調査を踏まえ、最終判定を行いました。 

 

(2) 受賞組織の概要 

● とちぎ元気大賞 （関東農政局長賞・栃木県知事賞） 

    明神農産加工組合（日光市：女性・組織） 

昭和 61年に設立し、農産加工による農業の 6次産業化に取り組んだ

県内初の女性起業組織です。 

「のれん分け」により、現在は３つの加工所で味噌･漬物、弁当･惣

菜などの品目や販売エリアを分担し、食品製造を行っています。 

組合員の意欲や自主性を尊重し、独立採算で競い合いながらそれぞ

れが経営を発展させる一方、大量の注文やパート労働力を融通し合う

など連携を図っています。 

後継者も確保されており、24 年の長きにわたり女性の能力発揮､経

済的自立､社会参画等への取組をリードしてきた実績と活動の継続性

が高く評価され、起業家育成のモデルケースとして類似組織への波及

が期待されます。  

 

● とちぎ元気賞（栃木県知事賞）  

  ＪＡしおのや塩谷〆
しめ

縄
なわ

昭和 48 年に発足し、全国唯一のＪＡの生産部会として、高齢者を

中心に組織的に〆縄の生産技術の高位平準化や計画生産等に取り組ん

でいます。バブル期の販売額は１億円を超え、つくば万博や帝国ホテ 

部会（塩谷町：高齢者・組織） 

  ルを飾る大〆縄を納めた実績を持つなど、日本有数の質・量ともに信 

頼される産地を築いています。 

原料の青刈り稲は米の生産調整に寄与するとともに、〆縄綯
な

漬物・惣菜など多彩な商品アイテム 

いは高

齢者にも取り組みやすく、更に安定した需要があり収益性も高いこと

３６名の〆縄部会員 

〆縄実演会で文化伝承 

明神農産加工組合のメンバー 
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から、定年退職者などを取り込み部会員がいきいきと取り組んでいる点を高く評価しました。 

また、県内外の小中学校や公民館等での〆縄づくり実演により、伝統技術の継承と地域交流が図

られ、地域に根ざした活動が行われています。 

 

● とちぎ元気賞（栃木県知事賞）  

  福田 フミヱ・三男（佐野市：女性・個人） 

自家生産した農作物を無駄なく加工し、高付加価値販売を行う中山

間地域における６次産業化のモデル経営として高く評価しました。 

家族の協力の下、市内２ヶ所の直売所で、年間を通じて約 15 種類

の野菜･しいたけ等と約 25 品目もの加工品を販売し、売上げも順調に 

伸びています。 

また、農村生活研究グループ活動で培った調理技術や加工法を起業

活動に活かす一方、女性農業士としてリーダー育成や仲間づくり、さ

らに郷土食や米粉料理講習などによる食育推進にも尽力しており、地

域への貢献度が高い点も評価しました。 

 

  

● 特別賞（栃木県農業協同組合中央会長賞） 

   アグリ・ビーンズ真岡（真岡市：女性・組織） 

ＪＡ女性会の役員有志で結成した組織で、地元の原料にこだわった

味噌の製造販売に取り組み、「いがしら工房手作りみそ」の商標を登

録しブランド化を図るなど積極的な活動を行ってきました。 

真岡市の農産物販売交流施設「いがしら」あぐ里っ娘のオープンに

伴い、惣菜の販売を開始し、地元食材を活用したオンリーワン商品作

りに力を入れ、販売額も順調に伸びています。 

新たにジャムなどの加工品開発の動きもあり、発展性を評価しまし

た。  

 

  ● 特別賞（下野新聞社長賞）  

   遊行庵農産物直売所 （那須町：高齢者・組織） 

芦野宿や松尾芭蕉ゆかりの遊行柳などの地域資源を活かした観光

と地域交流の場として、馬による代掻きを行う「田植え祭」などのイ

ベント開催、彼岸花の植栽などの環境整備、直売所・農村レストラン

等の運営などを実施しています。 
遊行庵直売所は、都市農村交流拠点として、いにしえの田園風景や

真心を込めたおふくろの味で、訪れる客に癒しと安らぎを与えるとと

もに、地域内コミュニティの場としても有効に機能しており、高齢者

が豊富な経験や能力を発揮しながら、いきいきと活動している点を高

く評価しました。 
漬物・饅頭などのおふくろの味 

馬による代掻きを行う田植え祭

 

加工作業の様子 

商標登録している自慢のみそ 

漬物･山菜おこわ等豊富な品揃え 

福田 フミヱ 氏 


